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東 示
秋 庭

U. S. Treatの概要は前号に掲載しすこ

が，その頃，明治11年には単に同氏が

僧楽園で、試験ぞ行っすこ7三けで・はなく，東

京と七重(函館近郊，現在の七飯〕でも

行われずごのしかし，全国I的にみれば，醒

井僻化場が設置され，三面川にも人工瞬

化が行われ宇こから，特に本道が革新的7三

っすとというわけでtまなかっナこの勿論，
独，伊，仏，米等の先連国は既にまつfこ

く軌道に乗っている頃でもあっすこのしか

し，本道としては全く初期の頃の試験で

あって，その規模からいっても画期的な

試みであっ犬。ナニピその規模の大きさの

割にはお互の試験の関係，その後のすす

め方にういては記録に明らかでないのい

わば非常に特質的に史 kには見出されて

いるものであるの

東京官閤の設置は非常に古いの

明治4年に開拓使東京出張所が設けら

れ?こが， 11月「米国ヨリ購入セシ動植物

諸穏ヲ北海道全道ニ移サントスルニ閃リ

気候ノ差異繁殖ノ如何ヲ察スルタメJに

農業課ぞ設け官閏(試験場〕ぞ開いてい

る。ごれが東京官園で，弐の3ケ所に設

けられナヱ。

1号官闇 青山南町7丁目 1

36，286坪(植物〕

2号官闇青山北町7丁目 1

官 園
鉄 之

5;}，6∞坪〔縞物〕

3号官園 )，luJe;;(t新芽町5

76，407坪(動物〕

笑に東京の中心部に 16万坪以ヒの面

積ぞ北海道のために試験地としてとっすこ

もので‘あり，いかに当時の本道開拓が政

治的に大きく扱われてい字こかがわかるn

東京官閤に治ける試験

以"fはごの記録がもっとも詳細に報告

されている「開拓使事業報告」によるの

(同書第3篇物産， 581 頁 ~586 頁迄転

載〕

8月東京第3号試験場内養魚、池ニ於テ

鱒鮭卵人工瞬化ヲ行ヒシニ鮭14尾45寸

許ニ成長セシヲ以テ神奈川県下丸子駅ユ

沿ヒタル玉JIIノ下流(六郷川2里許上流

/間〕ニ放流シ其繁殖ヲ試験ス閃ア東京

府神奈川県ニ嘱シ漁業者ェ該魚ヲ捕獲ス

ルヲ禁ス。

左ニ移養ノ梗概ヲ記スn

11年 11月12日札幌郡琴似，千歳郡漁
〈註1)

2 JlIニテ獲Jレ所ノ鱒卵5千頼〔琴似川 4'3
〈註2)

50頼，漁111650頼)玄武丸ニテ本場ニ同

致ス肉テ直ニ外匝ヲ発キ内匝ヲ其偉水中

エ浸ス事・凡1時30分・白布ニ附着セル卵

子ノ離Jレルヲ度トシ7K脊ヲ去リ卵子ヲ検

スJレユ運搬ノ期後レタルカ或ハ俄ニ暖気
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ニ変シタルノ故カ船中ニ於テ騨化シ或ハ

('.1班点ア卵面ニ制シ叉描面白色ニ変シ腐

敗シタノレ者4分ノ 1ニ及へリ肉テ之ヲ除

去シ共生意ア Jレ者ヲ解化恒ニ移シア水槽

ニ浸シ日々点検スル事数10回敗卵塵挨
等ノ汚物アレハ直ニ護謀製茄子形ノ吸収

器ヲ以テ採取シ極テ清潔ニシ水流ノj緩急

笠ヲ得セミム着後2週日間ニシア悉ク癖

化セリ共酔化ノ期ニ至レハ卵内円形ノ;魚

形ブ顕ハシ卵ヲ破リ頭部ブ出スヤ忽チ耽

殻シ腹部ニ赤色卵状物ヲ附着シ遊泳ス共

卵状物ハ魚ノ成育ニ従ヒ漸弐分・離ス発生

ハ先ツ頭部ブ出スヲ順トスレトモ尾ヨリ

スJレモノ亦少カラス或ハ仔魚、アリ或ハ螺

旋状ノ;魚アリ或ハ頭部ヲ出セル偉ニテ死

スJレモノアリ共瞬化ノ魚、児ハ微白色ニシ

テ漸々頭部ヨリ茶禍色ニ変シ或ハ黒斑ヲ

点ス餌ヲ与Jレハ腹部ノ赤色卵状物ノ1難Jレ

ヲ度トス発生ヨリ凡6週日ニ及テ煮熟ノ

卵黄少量ヲ与へ試Jレニ好ンテ能ク食セリ

共中層弱ノ魚、児ハ腹部/卵状物分・離速カ

ナラス弐第ニ腹部膨脹シ白斑点ヲ顕ハシ

病死スルモノ|接続絶へス 1月百ヲ以テ数

フノレニ至Jレ6週日間毎週敗卵死魚ノ数左

表ノ如ン。

jJE金品|原叫時

l;j21151:: 
r 
ノ

6 

差引計

2，010 

1.22ラ

664 

785 I 
561 

3.6621 

490 

348 

323 

142 25 
327 

チ須央ニシテ出シ清水ニ放ツモ絶テ共効

ヲ見ス葦シ交接宣ヲ侍ス卵子ノ勢力不充

分・ナルト事ー創始ニ係Jレブ以テ器械構造共

他水槽ニ架スル鉄管塗株ノ「コー1レター

Jレ」臭気甚キカ故ニ或ハ幾分カ水中ニ混

セシ等ノ害タルモ知Jレ可ラス嚢ニ勧農局

四ツ谷試験場ニ於テ米国購入ノ魚卵解化

ノトキ同症ニ羅リ死;魚甚多カリシト云叉

開ク養魚水ハ華氏40度 C4.40C)ヨリ 5
4.5度(12.50C)ニ非レハ不可ナリト然
Jレニ騨化室内ノ水温62度 C16.70C)養
魚池ノ水温42度 C5.60C)ナルニ尚リ共
水温ノ適セサリシブ慮リ更ニ50尾ヲ 23
ノ騨化医ニ入レ養魚、池ェ浸入シ試Jレニ箸

キ効験ブ見ス偶養魚池中23尾ノ鱒魚、ヲ
見タリ其勢活濃ニシテ室内鱒魚ノ比ニ非

ス是騨化室ヨリ脱出シテ此広潤ノ池中ニ

砕泳ス Jレヲ以テナリ是ヲ以テ未タ放養ノ

期ニ至ラサ Jレモ 300尾ヲ存シ余ハ悉ク池

中ニ放チシニ成長ノ状ヲ長セリ然Jレニ室

内ノ;魚児300尾ハ本年1月8日迄ニ悉タ

死シ池中ノ魚児ハ7月2日ニ至リ華氏84

皮 C23.90C)ノ炎熱ノ為メ死ス Jレ者甚多
ク共存スル者僅ニ50尾ニ過ス其最長セ
Jレモノ 6寸余ニ及へリ困テ苫賓等ヲ用テ

日光ヲ遮蔽セシニ水温63度 C17.20C)
ユ降リ死ア免Jレヲ得タルモ 8月ニ及テ炎

熱日ニ増シ水量日ニ減シ23日ニ至リ 1

分時間2升ヲ減ス此時ニ至テ魚、児水面ニ
浮ヒ餌ヲ与Jレモ食セス終ユ死セリ。

本年2月石狩川産鮭卵9300頼ヲ本場
(註れ

ニ於テ人工瞬化ス其方法墨ォ、鱒魚、ニ同シ

但シ鱒ハ初困難エシテ後易ク鮭ノ、之ニ反

ス7月2日鮭児4寸許ニ長セシニ華氏

84度 C23.90C)J炎熱ニ遇ヒ死ス Jレ者多
此時勧農局病魚治療法ニ拠リ泥水ニ シ然レトモ鱒魚ニ比スレハ好結果ニシテ

食塩少量ア和シ之ヲ小器ニ盛リ病魚ヲ放 其大ナ Jレ者45寸許ニ長スルヲ以テ8月
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21日1000尾ヲ丸子駅玉川下流ニ放テ

解化きら:ハ o甘jn 4間奥行3問〕地ア羽/U
1レ事3尺余焼杉板ブ以テ囲ヒ上屋ア設ケ

板羽目ブ周ラシ窓ヲ 4方ニ開キE面中央

ブ入口トシテ 3尺ノ開戸ブ附シ水槽ブ設

ナ僻化匝ヲ其内ニ排置ス水槽ハ内面ヲ焼

焦シタ Jレ松板ア用イテ作Jレ第1槽中斜ニ

3行ノ溝ヲ穿チ之ニ「フラ子Jレjブ張リ

タJレ障子3枚ヲ蹴メ以テ水流ノ!峯挨ヲ描

過ス室後ノ lli腹ニ溜井ヲ穿チ樋ブ伏セテ

水ヲ槽中ニ引キ毎槽順失環流セシム叉別

ニ甲槽ヨリ鉄管ブ各層上ニ架シ共管ニ数

小守l，'7穿チ各槽水量不充分・ナ Jレトキハ栓

ア抜キ管水ヲj車宜ニ注入ス又各槽東jス所

J 71<.ハ樋ニ受ケ室外ノ養魚、池ユ注下ス養

魚、池ハ~ß'f化窒南傍ノ低地ニ設ク広凡 70

坪深5尺池中ヲ 4医ニ別チ各種類ブ分チ

育養ス然Jレニ71<.量甚少グ多数ノ;魚、児ア養

フニ足ラス凡ソj也水ハ清冷旦ツ多量二シ

テ流通宣キア要ス然ラサレハ夏日水温昇

騰シ為メニ病ヲ醸シ死二至ラシム Jレノ憂

アリ。 :fL~板を以って長一尺幅六寸深六寸に作 i) 同

に鉄網党張り， まに前後に万三寸五分の日

を聞き鉄鋼な張 1)以ソ亡/.Kの交換流通iこ仮

にす，民制上には立粒7子「の砂磯を敷き，
の上に卵子を撒布する，凡そ4.5百つぶ

是を;.K情に排列ずる，各主主制箱の半身を浸

すを以って適度とす，後欲備を換るに馬尾

嗣を以ってすη

(図の説明〕

(1) 水槽西日置図

(2) 敗卵吸以綜ノ図

(3) g際化喧ノ図

以上原図から復写(著者〉

(註 1) この年苦手似J11と漁UI!で採卵のために
捕獲した締は雌69毘，雄56尾で，深卵数

は 135，861粒，このうち弓，000粒が東京官

聞に送られたもので，他はL、づ才しも百J号に

ふれた倍楽関のgs'flじ室に入れられたの
〔註 2) 開拓使附属航黒田丸の改称， 6"，4 

屯，英国製。

〔註3) この卵は前年 1:1Jiにとられたもの

で，雌7'2尾，雄87尾，採卵数は6万余と

あるの全部借楽闘に入れられ，約半数は記

んだが，残余のものは発限後東京官閑に送

られた。

但L，この卵数は i開拓使報告書」によ

れぽ29，000となっており， I事業報告書!

では9，000となっているn




